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(

英
語
版)

 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
版)

 

 (

目
次)

 

 

見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
七
十
五
年
（
七
十
四
） 

 

第
三
章 

ア
ラ
ー
の
恵
み
ー
石
油
ブ
ー
ム
の
到
来
（
十
一
） 

 

七
十
四 

歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り
出
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア(

三―

四)
 

 

た
だ
当
時
の
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
初
代
国
王
と
そ
の
息
子
サ
ウ
ド(

第
二
代
国
王)

は
石

油
の
本
当
の
価
値
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
米
国
の
石
油
会
社
が
支
払
う
利

権
料
だ
け
で
満
足
し
、
会
社
が
そ
の
何
倍
も
の
利
益
を
懐
に
入
れ
る
の
を
見
過
ご
し
て

い
た
。
利
権
料
は
王
と
そ
の
一
族
を
潤
す
に
十
分
で
あ
り
、
一
般
の
国
民
に
石
油
の
富

を
分
配
す
る
こ
と
な
ど
念
頭
に
な
か
っ
た
。
特
に
第
二
代
サ
ウ
ド
国
王
の
生
活
は
乱
脈

を
極
め
国
家
財
政
を
危
機
に
追
い
や
っ
た
。 

  

１
９
６
４
年
、
サ
ウ
ド
が
退
位
し
名
君
フ
ァ
イ
サ
ル
が
第
三
代
国
王
に
即
位
し
た
。

フ
ァ
イ
サ
ル
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
近
代
国
家
に
衣
替
え
す
る
た
め
、
道
路
、
港
湾
、
都

市
計
画
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
或
い
は
教
育
、
医
療
の
近
代
化
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の

頃
、
世
界
経
済
は
戦
後
復
興
の
道
を
歩
み
は
じ
め
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
石
油
の

消
費
は
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
な
り
、
産
油
国
の
存
在
感
が
増
し
て
き
た
。 

 

フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
は
唯
一
の
財
源
で
あ
る
石
油
収
入
を
増
や
す
必
要
性
を
痛
感
、
腹
心
の
ヤ
マ
ニ
石
油
大
臣
に
欧
米
石
油
企
業
と
交
渉

さ
せ
た
。
巨
大
な
国
際
石
油
企
業
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
と
の
交
渉
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
一
国
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大

http://ocininitiative.maeda1.jp/074PeaceOnHorizenChapter3-11English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/074PeaceOnHorizenChapter3-11Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/MEHistoryJapaneseRev.html
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学
で
法
律
の
学
位
を
取
得
し
た
ア
ハ
マ
ド
・
ザ
キ
・
ヤ
マ
ニ
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
中
心
人
物
と
し
て
欧
米
石
油
企
業
と
の
交
渉
に
当
た
っ
た
。

当
初
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
は
産
油
国
の
要
求
な
ど
歯
牙
に
も
か
け
ず
、
条
件
改
定
交
渉
は
困
難
を
極
め
た
が
、
粘
り
強
い
交
渉
の
結
果
、

１
９
６
４
年
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ジ
ャ
カ
ル
タ
総
会
で
は
利
権
料
の
経
費
化
を
、
ま
た
１
９
６
６
年
の
ク
ウ
ェ
イ
ト
会
議
で
は
課
税
基
準
を
公
示

価
格
と
す
る
な
ど
、
地
道
で
は
あ
る
が
着
実
な
成
果
を
あ
げ
た
。 
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